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変わる！！
福祉
サービス

住
宅
改
修
の
申
請
方
法

介
護
保
険
給
付
の
対
象
と
な
る

住
宅
改
修
の
申
請
に
つ
い
て
は
、

現
行
で
は
住
宅
改
修
を
行
っ
た
後

の
恨
後
申
請
で
し
た
が
、
本
年
・
4

川
か
ら
の
じ
が
れ
仁
分
か
ら
、
あ

ら
か
じ
め
巾
品
川
を
川
け
山
て
、

そ
の
術
伐
を
受
け
る
引
前
中
川
に

変
わ
り
ま
す
の
で
、
判
中
1
の
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
ご
相
談
の
う
え
山
中

訪
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
ペ
ハ
に
伐
℃
改
修
を
予

定
さ
れ
て

い
る
庁
に
つ
い
て
は
、

3
H
か
ら
山中
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

福
祉
用
具
の
貨
与
、

購
入
の
方
法

軽
度
の
要
介
護
者
な
ど
の
方
に

対
す
る
制
祉
川
口
口
り
に
つ
い
て

は
、
そ
の
状
態
か
ら
見
て
利
川
が

旭
町
北
し
に
く
い
特
殊
寝
台
、
市
い

す
な
ど
の
H
m
Hが、

一
部
の
万
を

除
き
保
険
給
付
の
対
象
外
と
な
り

ま
す
。（
す
で
に
貸
う
を
受
け
て
い

る
万
は
、

4
川
l
口
か
ら
6
カ
打

開
の
経
過
前
日
が
あ
り
ま
す
。
）

ま
た
、
福
祉
川
口
の
附
人
は
、

．
附
人
先
の
版
行
川
市
け
法
行
が
折
記
制

一
と
な
り
ま
す
の
で
、
一
mmMm川
口
の

口
リ
・
附
人
に
あ
た
っ
て
は
判
中
I

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

介
護
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
、
高
齢
者
の
自
立
し

た
生
活
を
支
援
す
る
新
た
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

4
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

介
護
が
必
要
な
状
態
（
要
介
護
状
態
）
に
な
る
こ
と

や
要
介
護
状
態
が
よ
り
悪
く
な
る
こ
と
を
で
き
る
限

り
防
ぐ
た
め
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
な
る

方
へ
の
「
新
予
防
給
付
」
や
対
象
に
な
ら
な
い
方
へ

の
「
介
護
予
防
事
業
」

が
実
施
さ
れ
る
な
ど
予
防
を

重
視
し
た
制
度
に
変
わ
り
ま
す
。

要
介
護
区
分
を
見
直
し

こ
れ
ま
で
は
、
介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
の
対
象
と
な
る
刈
の
泌
介
波
状

態
の
似
分
は
、
必
い
え
段
と
必
介
説
ー

か
ら
5
の
6
M分
で
し
た
。

A
J
例
の
改
正
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

要
介
護
l
に
相
当
す
る
万
の
う
ち
、

心
身
の
状
態
の
維
持

・
改
市
内
が
見
込

ま
れ
る
い
力
は
裂
い
え
閉
山
2
と

な
り
、
こ
れ
ま
で
の
必
ぷ

般
行
は
．
旋
支
絞
ー
に
な
り

ま
す
。
こ
の
要
介
護
状
態
が
軽

度
で
、
心
身
の
状
態
の
維

持

・
改
善
が
見
込
ま
れ
る

新
裂
支
段
符
（
袋
支
段
1

お
よ
び
2
の
ん
が
）
を
対
象

と
し
て
、
「
新
予
防
給
付
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

要支援2を新設

動
指
の
機
能
向
上
、

u股
ケ
ア
な
ど

の
予
防
サ
ー
ビ
ス
は
、
提
供
体
制
の

怒
っ
た
事
業
所
か
ら
順
次
実
施
さ
れ

ま
す
。介

護
予
防
事
業

介
諮
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
に
は

な
ら
な
い
も
の
の
、
要
介
護
状
態
に

な
る
吋
能
性
が
い
い
川
い
人
を
対
象
と
す

る

「介
泊
予
防
引
業
』
が
新
た
に
克

施
さ
れ
ま
す
。

4
川
か
ら
日
成
以
上
の
い
ん
に
は
、

総
本
位
以
局
内
や
保
仙
川
の
必
川
桁

将
、
告
栂
相
談
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
に
お
項
目
の
以
来
’
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
で
、
心
身
の
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
結
梨
、
生
活
機
能

の
低
下
が
認
め
ら
れ
る
方

（
特
定
尚
齢
行
）
に
、
本
人

の
括
的
上
や
心
身
の
状
態
を

考
雌
し
て
、
川
本
泊
叫
改
占
指

碍
や
運
動
器
の
機
能
向
上

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

u腔
機

能
改
苦
な
ど
の
教
室
や
講

習
会
に
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
り
、
保
健
師
な
ど
が

制
定
を
訪
問
し
て
桁
将
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
閉
じ

こ
も
り
、
う
つ
、
必
知
山

な
ど
の
予
防
ぷ
綴
も
行
い

介護状態にならないために

介謡番

・砂

(I克行〉

要介護5
要介護4
要介護3
要介護2

要介護1

重度

心身の
状態の程度

新

予

防

給

付

・理・

「
新
予
防
給
付
』
は
、
こ
れ
ま
で
の

必
支
服
者
に
対
す
る
介
説
サ
ー
ビ
ス

（
予
防
給
付
）
の
提
供
刀
法
な
ど
が
見

直
さ
れ
、
新
た
に
心
身
の
状
態
を
改

品
ぎ
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
が
加
わ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
析
し
い
制
民
で
の
品
川

介
護
（
ホ

l
ム
ヘ

ル
プ
）は
、
単
な
る

家
事
代
行
で
は
な
く
、
向
立
し
た
生

活
の
支
綬
と
い
う
制
点
か
ら
、
制
理

や
削
除
、
洗
出
な
ど
を
ホ
l
ム
へ
ル

パ
ー
が
手
助
け
し
た
り
利
川
行
と
．

納
に
行
っ
た
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

な
ど
辿
所
系
の
サ
ー
ビ
ス

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
良
市
’

や
入
浴
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

に
加
え
、
川
本
茂
改
持
に
附

す
る
桁
碍
や
辺
助
制
の
機

能
向
上
の
た
め
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
前
科
術
生
ト
し
な

ど
が
行
う
口
腔
ケ
ア
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
が
加
わ
り
、

利
用
者
一
人
ひ
と
り
の
希

望
や
状
態
に
応
じ
て
、

山

立
に
向
け
た
け
仰
が
品
川
え

さ
れ
実
施
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
栄
町
叫
改
丹
、

w地

介護状態の重度化を紡止

／』’一

ν

ま
す
。
な
お
、
数
本
な
ど
へ
の
参
加
は
服

料
で
す
が
、
材
料
切
な
ど
の
災
伐
れ

担
が
必
．
決
な
均
A

円
も
あ
り
ま
す
。

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

新
予
防
給
付
の
サ
ー
ビ
ス
や
介
護

予
防
引
業
の
相
談
・
利
用
計
幽
・
利

川
訓
核
な
ど
、
ハ
パ
川
齢
行
の
介
議
予
防

に
倒
す
る
総
A
N
的
な
支
援
は
、
今
川

の
制
度
改
正
で
創
設
さ
れ
る

「地
域

包
折
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
行
い
ま
す
。

地
域
包
活
支
般
セ
ン
タ
ー
で
は
、

保
他
師
、
社
会
制
祉
上
、
主
任
ケ
ア

7
1咋
ジ
ャ

l
の
り
川
峨
川
が
、
介
設

予
防
が
必
泌
な
い
ん
の
治
則
h

や
心
身
の

状
態
な
ど
か
ら
総
什
的
に

判
断
し
、
例
別
の
円
仰
や

利
則
計
酬
を
作
成
し
、
サ

ー
ビ
ス
提
供
事
栄
所
な
ど

と
連
絡
調
整
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
や
家
族

に
対
す
る
総
行
的
な
相

談

・
支
媛
、
日
附
μ
引
の
供

向
防
止
や
維
利
…
榔
准
、
地

域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ

の
い
火
援
や
医
抑

・
保
健

・

福
枇

・
介
護
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
な
ど
も
行
い

ま
す
。

介
護
保
険
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

O
新
川
地
織
介
護
保
険
組
合
（
宮
町
1
3
3
0
3）

O
町
民
ふ
く
し
課
（
包
役
場
内
線
1
3
4）

高齢者を総合的に支援．， 



川
一
ス
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C
Mど
わ一信一
－

変
サ
働
…新
し
い
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト

4
υ
 

昨
年
問
月
に
障
害
者
自
立
＋
支
援
法
が
制
定
さ
れ
、

障
害
を
持
つ
方
の
た
め
の
新
し
い
制
度
が
今
年
4

月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
複
雑
に
組
み
合
わ
さ
っ
て
い
た

福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

一
つ
に
な
り
、
総
合
的
に
障
害

者
の
地
域
で
の
自
立
し
た
生
活
を
麦
援
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
障
害
者
が
地
践
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
、
こ
の
制
度
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【障害者自立支援法のポイント】

①障害の種類（身体障害者、 知的

障害者、精神障害者、障害児）

によ らない共通のサービス

②サービス費用を社会全体で支

えあう仕組みを強化

③働きたい人の支援

④身近な地域でサービスを利用

⑤サービス支給決定の仕組みを

明確化

そのrmは今までのサービスを

新サービス

新サービスへは10月以降順次移行しますので、
利用することができます。

現行サービス
居 ホームヘルプ（身 ・知 ・兜 ・精）
宅
デイサービス（身・知 ・兜 －精）サ

ショートステイ（身・ 知 ・兜 ・精）
ビ
ス グループホーム（知・精）

重症II）身障害児施設（児）

療護施設（身）

施 更正施設（費・知）
設
授産施設（男・知・精）サ

福祉工場（身 ・知 ・精）
ビ
ス 通勤寮（知）

福祉ホーム（身・ 知 ・精）

生活訓練施設（精）

〈〉
新
制
度
の
背
景

附
心
れ
い
保
健
一
制
批
胞
策
は
、
そ
れ
ま

で
の
知
山
制
凶
か
ら
平
成
同
年
度
に

「卜V
A

版
抗
制
度
」
が
碍
人
さ
れ
て
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
が
阿
ら
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
陪
引
所
桶
川
ご
と
に
縦
割
り
に

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
使
い
に
く

く
、
ま
た
、
増
え
続
け
る
サ
ー
ビ
ス

※ぷ中、f身jiま「身体｜埠＼！；者J、「知IJtま I知的附~

ぜfJ 、「児J は f ill~~児J 、 f紡j は f紛争11r.l;'l ；昨符j

1 .相談・ 申し込み
↓ 眠たは相談麦援事業者に相談します。

2.利用申請・調査
サーヒ、スがl必要な人は麦絡の申請を行い

ます。

続いて、 現在の生活や障害の状況につい

ての調査（アセスメン ト）が町により行わ

れます。

3.審査・判定

｜町一一一 判定が行われ、どのくらいサービスが~＼要

な状態かの障害程度区分が決められます。

4.認定・通知
障害程度区分や介護する人の状況、申請

書の要望などをもとにサービス内容、麦

給霊が決まります。

決定内容が通知され、受給者証が交付さ

れます。

事業者との契約・サービス開始
サービスを利用する事業者を選んで契約

します。

l必要であれば、相談受援事業者がサービ

ス利用計画を立てます。

サービス利用の流れ
※ l ffJ獲量ilH
附；1iN肢が－;E以上の人に’｜：前 ｜．または滅後上の必
要な介泌をif• 、ます。

※2訓練等給付
身体的または社会的なリハビリテーションや就労に
つながる.k:Mを行います。

居宅介護 （ホームヘルプ）

重度訪問介護
介 行動援護

護 重度障害者等包括麦援

給
児童デイサービス

短期入所 （ショー トステイ）
｛す
療養介護

※ 
主活介護

障害者豆援施設での夜間ケア

共同生活介護（ケアホーム）

自｜｜自立訓練 （機能訓練 ・宝活訓練）

（練 就労移行吏捷
※等
三給 就労継続受援 （雇用型 ・非雇用型）

｛寸 共同宣活援問（グループホーム）

の
川
問
削
を
臨
保
す
る
こ
と
が
附
難
で

あ
る
な
ど
の
川
題
点
も
指
摘
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
制
度
k
の
川
出
を
解
決

す
る
と
と
も
に
、
附
百
の
あ
る
万
が

必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
利

川
し
や
す
く
し
、
白
ev一し
た
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
「
陣
存
者

向
立
支
援
法
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

生
活
邸
撹
な
ど
を
判
断
し
て
、
サ
ー

ビ
ス
肉
谷
や
量
が
決
定
さ
れ
、
「受
給

者
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

受
給
者
証
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
事
業
者
を
選
ん
で
、
サ
ー
ビ
ス

利
用
に
閲
す
る
契
約
を
結
ぶ
叫
に
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス

利
用
に
関
し
て
支
援
を
必
要
と
す
る

人
は
、
相
談
支
援
中
業
宥
に
相
談
し
、

サ
ー
ビ
ス
利
川

A
州
を
作
成
（
無
料
）

し
ま
す
。

〈〉
利
用
者
負
担

こ
れ
ま
で
の

「支
援
費
制
度
」
で

は
、
所
得
に
応
じ
た
負
仰
い
で
し
た
が
、

新
制
度
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
賀
川
の
似

則
l
訓
が
向
己
負
判
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
負
担
が
重
く
な
り
す
ぎ
な
い

よ
う
に
、
所
得
に
応
じ
て
ひ
と
舟
の

負
担
の
上
限
翻
が
決
め
ら
れ
て
い
て
、

判
別
し
た
サ
ー
ビ
ス
吐
に
か
か
わ
ら

ず
、
そ
れ
以
上
の
れ
一判
が
生
じ
な
い

よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合

は
、
食
費

・
光
熱
水
貨
な
ど
の
実
費

負
担
い
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
低
所

向
の
人
は
れ
担
が
位
滅
さ
れ
ま
す
。

〈〉
医
療
費
負
担

こ
れ
ま
で
、
臨
書
に
か
か
る
公
費

負
担
医
瞭
（
精
神
通
院
院
様
、
更
年

・調．

問
い
合
わ
せ

町
民
ふ
く
し
課

（
公
役
場
内
線
1
3
5）

〈〉
利
用
手
続
き

新
サ
ー
ビ
ス
を
利
川
す
る
に
は
、

手
続
き
を
行
っ
て
新
た
な
支
給
決
定

を
受
け
る
こ
と
が
必
．誌
で
す
。
中
一仰

を
受
け
た
後
、
本
人
の
調
行
を
行
い
、

栴
査
会
に
よ
る
陣
%
程
度
区
分
の
判

定
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
後
、
希
明

の
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
の
必
要
程
度
、

5. 

似
州
州
、
育
成
医
附
）
は
、
附
山
の
楠

組
や
年
齢
に
よ
り
負
担
の
割
合
や
計

算
の
仕
方
が
追
い
ま
し
た
。

こ
れ
が

一
本
化
さ
れ
て
「
自
立
支

慢
医
療
」
と
な
り
、
指
定
の
医
療
機

関
で
医
療
を
受
け
た
叫
ん
け
、
ど
の
附

古
の
人
も
医
療
費
の
胤
則
1
剖
を
支

払
い
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
な
ど
に
応
じ
て
上

限
が
決
め
ら
れ
て
い
て
、
負
担
が
重

く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
・
ぶ
給
を
受
け
る
に
は
町
へ
の
申

前
が
必
要
で
す
。

・
臼
立
支
援
医
掠
費
の
支
給
は
、

県
が
指
記
し
た
指
定
自
立
正
援

医
療
機
関
で
の
民
的
が
対
象
と

な
り
ま
す
。自立支援医療

O支給認定の手続きを共通化
。利用者負担の仕組みを共通化

。指定医療機関制度の導入

－精神通院医療 ・更生医療 ・育成医療

見直し

臨調’
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日
山
県
民
僚
功
労
災
を
受
賞
し
た

川
越
川
柳
白
岡
山

文

子

さ
ん
（
上
町
）

川
の
保
健
附
と
し
て
、
住
民
検
診
や
結

舷
予
防
な
ど
に
政
洋
州
選
し
、
保
健
耶
業

の
礎
を
築
い
た
山
山
さ
ん
。
退
職
し
て
す

．． 同’
一

ド、

鍋

谷

真

也

くん（右）
卓

也

くん

舟
川
新
の
鍋
脊
議
継
－
m子
さ
ん

夫
裂
の
次
男
・三
労

（
平
成
同
年
3
月
幻
日
生
）

吉
井
び
か
り
ちゃん

月
山
の
吉
井
直
人
・

詩
子
さ
ん
夫
妻
の
長
女

（
平
成
時
年
5
月
初
日
生
）

・3年3組f 3組の仰閏j

ぐ
に
始
め
た
迎
1
回
の
拠
版
相
談
は
、
お

年
た
っ
た
今
も
続
け
て
い
ま
す
。
地
域
医

療
に
関
わ
っ
て
お
よ
そ
印
年
。
地
辺
な
努

力
が
認
め
ら
れ
、
地
域
の
低
械
や
制
批
に

武
献
し
た
人
に
則
ら
れ
る
「
出
山
似
朕
州

功
労
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「戦
後
間
も
な
い
こ
ろ
は
結
核
と
の
戦
い
。

今
と
比
べ
て
人
々
の
位
脱
へ
の
附
心
が
低

く
、
満
足
な
食
べ
物
も
な
い
巾
、
住
民
検

診
の
前
七袋
さ
を
伝
え
る
こ
と
に
昨
身
し
て

き
ま
し
た
」
。
川
内
会
や
婦
人
会
な
ど
の
集

ま
り
に
偵
縄
的
に
山
向
い
て
協
力
を
呼
び

か
け
る
な
ど
、
草
の
制
運
動
が
実
り
、
町

の
受
診
率
は
県
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
。
そ

の
活
動
の
精
神
は
今
な
お
受
け
継
が
れ
、

高
い
受
診
本
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
現
代
、
結
般
に
代
わ
る
拙
大
の

課
題
は
、
皮
肉
に
も
飽
食
の
時
代
と
い
う
、

当
時
と
は
正
反
対
の
郎
防
引
で
附
加
す
る
納

尿
病
の
予
防
と
河
川
し
ま
す
。

楽
し
み
に
米
る
人
も
多
い
他
出
相
談
。

ω週
火
曜
、
缶
入
制
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
う
こ

の
前
動
は
「
保
健
制
と
し
て
の
条
件
以
射
み

た
い
な
も
の
で
つ
い
引
き
受
け
て
し
ま
っ
た

の
で
す
が
、
今
で
は
完
全
に
生
前
の
リ
ズ
ム

の
一
つ
。
元
気
で
い
る
限
り
が
ん
ば
り
た

い
」。

そ
う
語
る
ベ
テ
ラ
ン
保
健
削
を
駆
り

立
て
る
の
は
「
予
防
は
治
療
に
勝
る
』
と
い

う
揺
る
ぎ
な
い
信
念
。
健
康
に
見
え
て
も
、

体
内
で
は
常
に
病
気
と
の
戦
い
が
あ
る
こ
と

を
心
に
留
め
、
今
円
も
訪
れ
る
人
の
内
な
る

声
に
耳
を
澄
ま
せ
ま
す
。

さわやかさん

水島麗奈さん （境）
一大阪屋ショップアスカ店一

私たち3年3組は、運動会や合唱祭で自分たちの力を十
分に発揮できるよう、みんなで団結してがんばってきまし

た。その結果、合唱祭では最優秀賞を得ることができまし

た。これらの行事はクラスの団結力を高める大きな契機に

なったと思います。残り少ない中学校生活ですが、悔いを

残さず笑顔で卒業したいと思います。

か
な
う
と
い
い
な
あ

竹
谷
佳
晃
く
ん

（宮
崎
）

さ
み
さ
と
小
学
防
相
6
年

ぼ
く
の
拶
は
、
薬
剤
師
に
な
る
こ

と
で
す
。
ぼ
く
は
よ
く
鼻
が
つ
ま
っ

た
り
の
ど
が
絹
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
楽
を
飲
む
と
楽
に
な
り

ま
す
。
世
の
中
に
は
、
治
ら
な
い
病

気
で
山
内
し
ん
で
い
る
人
も
い
ま
す
。

許
し
ん
で
い
る

，f
人
た
ち
の
た
め

a

J

－
ゴ

に、
A
J
よ
り
催

4

－

れ

た

郊
を
発
明

、、J
し
て
役
に
立
ち

た
い
で
す
。

白
井

華

さ

ん

（舟
川
新
）

あ
さ
ひ
野
小
学
校
6
年

私
の
将
米
の
拶
は
保
行
上
に
な
る

ζ
と
で
す
。
わ
け
は
、
小
さ
い

rの

笑
顔
を
け
ん
て
い
る
と
元
気
が
山
る

し
、
と
て
も
か
わ
い
い
か
ら
で
す
。

そ
れ
と
、
私
が
保
訂
所
の
時
の
先
生

が
と
て
も
や
さ
し
く
て
、
そ
ん
な
先

制

＼
ピ
誕
生
に
な
り
た
い

；
・1
ふ
と
思
っ
た
か
ら

子

で

す

。
み
ん
な

’

か
ら
好
か
れ
る

先
生
に
な
り
た

い
で
す
。

3年4組f団結のクラスj

私たち3年4組は、元気で明るいクラスです。教室はい
つもにぎやかで笑いが絶えません。団結力が強く、 Iジャ
ンプ大会jf運動会jf合唱祭jでみんなで力をあわせてよい
成績を残すことができました。卒業まであとわずかですが、

35人でたくさんの思い出を作りたいと思います。

水
島
雄
代
さ
ん

（境
）

さ
み
さ
と
小
学
的
M
6年

私
に
は
今
ま
で
拶
が
い
っ
ぱ
い
あ

り
ま
し
た
が
、
一
お
か
な
え
た
い
必

は
、
美
山
什
附
に
な
る
二
と
で
す
。

私
が
切
っ
た
か
み
射
を
見
て
、
や

せ
な
試
分
に
な
っ
て
く
れ
る
人
が

一

人
で
も
い
て
く
れ
た
ら
い
い
な
と
思

う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
だ
か

ら
夫
符
師
に
な

る
こ
と
を
円
指

し
た
い
で
す
。

柚

木

一
利

く

ん

（草
野
）

五
箇
圧
小
学
校
6
年

ぽ
く
の
将
米
の
拶
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、

一
冊
は
ゲ

l
ム
制
作
の

仕
引
に
つ
く
こ
と
で
す
。

剛
山
は
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
や
っ

て
い
て
、
内
分
で
も
ゲ
l
ム
を
作
っ

て
み
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

ー

ー

は

将

来

は

み

ん

，K
な
が
楽
し
ん
で

aく
れ
る
ゲ
l
ム

司
を
い
っ
ぱ
い
作

d
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

笑
顔
を
心
が
け
て
い
ま
す

勤
務
し
て
い
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
で
は
、

レ
ジ
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
お
客
様
が
と
て
も
多
く
て
、

一

口
が
目
ま
ぐ
る
し
く
過
ぎ
て
い
き
ま

す
が
、
失
礼
の
な
い
よ
う
、
そ
し
て

気
持
ち
よ
く
白
い
物
を
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
常
に
笑
顔
で
の
桜
容
を
心

が
け
て
い
ま
す
。
職
財
の
併
さ
ん
と

も
仰
が
よ
く
て
楽
し
い
で
す
。

今
年
成
人
を
迎
え
ま
し
た
。
先
日

の
成
人
式
で
は
、

A
d
刷
だ
っ
た
似
り

そ
で
を
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、

懐
か
し
い
友
人
や
先
生
に
会
え
た
の

で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
も
っ
と
ゆ

っ
く
り
話
を
し
て
い
た
か
っ
た
く
ら

い
で
す
ね
。

成
人
し
て
安
わ
っ
た
点
で
す
か
っ

以
前
は
や
は
り
精
神
的
に
甘
え
て
い

た
部
分
や
学
生
以
分
を
引
き
ず
っ
て

い
た
所
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

今
は
社
会
人
と
し
て
の
考
え
方
が
身

に
つ
い
て
、
大
人
と
し
て
少
し
成
長

し
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

週
1
川
、
ピ

l
チ
ボ
l
ル
で
汗
を

流
し
て
い
ま
す
。
日
校
時
代
、
友
人

と

「体
を
動
か
し
た
い
ね
」
と
活
を

し
た
の
が
チ
l
ム
結
成
の
き
っ
か
け
。

今
ま
で
大
き
な
大
会
に
山
た
こ
と
が

な
い
の
で
、

州
場
で
き
る
よ
う
な
克

刈
を
つ
け
る
こ
と
が
け
似
で
す
。

-
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投
稿
コ
ー
ナ
ー

3
H。
特
に
な
れ
ば
進
苧
、
就
職
な

ど
新
し
い
旅
立
ち
を
す
る
人
も
多
い

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
今
月
の
テ

ー
マ
は

「
卒
業
」
。
小
学
校
を
卒
業
す

る
み
ん
な
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

卒
業
で
す
。
中
目
モ
か
た
い
へ
ん
そ
う

で
す
が
：
ふ
が
ん
ば
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

（p．
N
青
芋
さ
ん
）

卒
業
式
で
は
、
思
い
出
を

一
人

一
人

言
い
ま
す
。
ま
ち
が
え
た
ら
ど
う
し
よ

う
。
練
習
も
ど
き
ど
き
し
て
い
ま
す
。

~~ 

8
m
w
eイ
ズ

〔問
題〕

①
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
新
し
い

制
度
は

「
障
害
者
自
立

O
O法
」。

A

支
援

B

応
援

C
．
援
助

②
「
脊
の
全
国
火
災
予
防
巡
動
」
の
運

動
期
間
は
向
日
間つ－

A

7
日
間

B
m
u問

お
日
間

c. 〔応
募
方
法
〕

食
は
が
き
に
答
え
の
記
号
、
住
所
、
氏

名
を
書
い
て
3
月
日
日
制
（勺
日
消
印

れ
効
）ま
で
役
場
ま
ち
づ
く
り
振
興
課

金
州
知
光
係
（一T
m
w

・0
7
9
3
明
日

川
辺
下
1
1
3
3）
へ
お
送
り
く
だ
さ

い
。
抽
選
で

3
名
に
阿
泊
券
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
先
川
り
の
勺
巡
行

は、

P

N
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
ブ
さ
ん
、

P

N
品川
昆
ぷ
使
さ
ん
、

p
．
N
行
学

さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

タ
？
柄
、4
／応
A
A－

－
」」
F

‘
川1f
d

w
p

史

；

ー

；

｛

A
建

r
a
ら
L

W
H
d／

J
天

儲

哨
判
川
町

H

M

涜

z
r州
星

α＃
古

川
恥
ず
れ
い
仰
山
錦
町
伽
帝

J
M
K
唱
川
町
点
二
日
刊
誌
細
企
材

企

~~~1> tf@ 
tう可マ4ム在、I}
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（p．
N
ニ
ヤ
｜
犬
さ
ん
）

⑪
中
学
生
に
な
っ
て
も
引
き
続
き
こ
の

コ
ー
ナ
ー
に
イ
ラ
ス
ト
送
っ
て
ね
。

さ
て
、

来
月
の
テ
ー
マ
は
「
春
を
実

感
す
る
瞬
間」

で
す
。
ど
し
ど
し
お
送

り
く
だ
さ
い
。

3月1日～7日は

f子ども予防接種週間j
予防接種は子どもにとって、感染症にかからないように

免役をつけるための大切なものです。

4月からの入闘 ・入学に備えて、必要な予防接種を済ま

せ、 病気を未然に防ぎま しょう。

企育・芋

3 ~可完成会：：：；
,.,,, ；＼弘哨グ・•l-tll<t~劇博脚
ね叫令、.，，甘いド叫

抽s勾耳守't'ずも

A
W
 .Aスペシヤjレラブ

南
保
保
育
所
の
巻

（か
み
な
り
〕

4
・
5
此
山

述
く
で
術
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
・

M
なん

「
か
み
な
り
、
こ
わ
1
い」

K
〈ん

「
や
だ
1
｝

山凶行
L
L

「か
み
な
り
、

る
が
か
ね
つ
・
｝

T
く
ん
「
か
み
な
り
さ
ん
ね、

笑
っ
と
る
ん
や
よ
」 ど

こ
で
な
っ
と

お
山
で

M
なん

で
え
っ
1

そ
う
な
ん
や
！
」

K
〈
ん
「
・
な
ん
か
楽
し
く
な
る
ね
」

と、

雷
が
な
る
た
び
に
笑
う

rど
も
た

ち
で
す
。

〔お
み
く
じ
〕

（

2
・
5
歳
児
）

S
くん

「お
み
く
じ
引
い
た
ら
ね
、
ぼ

く

『大宮
口』
ゃ
っ
た
が
」

N
く
ん
「ぼ
く
も
い
っ
し
ょ
l

」

・固・.....「節分のBJ鬼さん的当てゲームでの1コマ

企友子

－で竺：：.1エ苫ヨミノミ主E巴ヨt"コ 麻しん 風しん

あさひ総合病院
毎週水曜日

(383-1160) 

坂東病院
毎月第1・3木曜日 通常の診療日 通常の診療日

(383-2299) 

通常の診療日
松倉医院

(382-0051) 
診療時間外： 3月5日目

(ft83-3309) 

－いずれの予防接種も予約が必要です。

－接種券と母子健康手帳を持参してください。

予防接種に関する相談保健センター

M
hゃ
ん
「
わ
た
し

『
巾
K
M
」

ゃ
っ
た
ん

0予防接種の種類と医療機関

や
よ
」

l!l~ 
(i 

「H
く
ん
、

対：会
担f・:;＇こ
さや
τ：勺
1.: Tこ

~ ん
一 つ
や」

H
く
ん
「
ぼ
く
、

っ
た
よ
』

｛雨
の
し
ず
く
〕（

4
・
5
成
山
）

凶
山
胞
の
遊
U
（
に
つ
い
た
似
の
し
ず
く

が
反
射
し
て
、
キ
ラ
キ
ラ
と
じ
色
に
師

い
て
い
る
の
を
見
て
：・

R
t
ん
『わ
あ
1
、
き
れ
3
い」

必
に
な
っ

た
り

N
くん

『す
ご
3
い、

策
色
に
な
っ
た
り
す
る
」

T
くん

『あ
っ
、
今
度
高
に
な
っ
た
」

N
くん

｛な
ん
か
宝．
6
み
た
い
で
と
り

た
く
な
る
ね
」

R
ちゃん

「ピ
カ
ピ
カ
し
と
っ
て
、
ク
リ

ス
マ
ス
み
た
い
や
ね
1
」

子
ど
も
た
ち
の
心
も
ピ
カ
ピ
カ
と
雌

い
て
い
ま
し
た
。

6
日
何

提
案
理
由
説
明
、

細
部
説
明

8
日

ω
質
疑

m 
代
表
質
問

市
日
M
W

一
般
質
問

日
日
関
i
行
日
働

常
任
委
員
会

包
日
制

委
員
長
報
告、

討
論
、
採
決

議
会
の
傍
聴
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
議
会
事
務
局
（
宮
役

場
内
線
3
3
1
）へ

町長のひとりごと

昨年12月上旬から降った雪
は、昭和38年.56年を思わせる

大雪になり、交通機関をはじめ
生活に大きな影響を及ぽしまし

た。除雪費は当初予算をはるか
に上回り、急きょ専決予算を組

んで対処しました。今後も心配

ですが、大したことなく冬が終
わってほしいものです。

しかし、寒い日は当分続くと
思います。健康には十分お気を

つけ願います。私自身、常々
f自分の健康は自分で守るjょう

心がけてきたつもりですが、不
覚にも風邪をひいてしまい、オ
ープン以降初めてあさひ総合病

院へ行ってきました。新病院を
利用される方には、まだ戸惑い

もあるかと思いますが、職員も
慣れない環境でがんばっていま

すので、ご理解、ご協力をお願
いいたします。

きて先日、北方領土返還全国

大会に参加してきました。詳細

はわかりませんが、昨年のロシ

ア大統領訪日の際には北方領土
の話題もなかったとかつ 総じ
て日本は外交が下手な気がしま

す。この大会でも内閣総理大臣

の出席もメッセージもなく、 会

場には元島民の方々の何とも言
えない複雑な思いが漂っていま

した。ただ、もし日本に返還さ
れたら、現に北方四島に住んで

いるロシア人はどうなるのでし

ょうか？ ことの重大さを思う

と複雑な気持ちです。
少子化が進行し、平成29年以
後、県内高校生の数が再激減す

ることを踏まえ、県立高校将来

構想策定委員会では将来構想の
基本的な方向案をまとめました。

今後、パブリックコメント（意見

公募）などを通じ、入誌のあり方
や学区制度、私立高校との定員
配分などの見直しを含め、幅広

く県民の意見を反映してほしい
と思います。無理なことですが、

朝日中学生の進学先は00高校
に、なんて思ったり…。来年3
月末で、泊高校商業科が廃止に

なり寂しくなります。抜本的な
解決策があれば＼ぜひ提案願い
ます。 (2月13日記）

臨調・



一年間よろしくお願いします 各地区の自治振興会長・町内会長が決まりました

自
治
振
興
会
設
立
に

よ
り
、
「
区
長
会」

が

「自
治
振
興
会
連
絡
協

議
会
」、

「
区
長
」
が

「自
治
振
興
会
長
」
と

い
う
名
称
に
変
更
に
な

り
ま
し
た
。

会

長

刷
会
長

「
十
日！
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C
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町
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吃
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第
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体
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V
男
子
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・両越中学校バスケットボール大会
18日凶、 19日目

サンリーナ 9. 00～ 

・あさひフッ トサル大会

19日（団第2体育室 9:00～ 

※日程は変更になる場合があります。
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3月のスポーツ

・朝日室内テニス大会シングルス

5日目第2体育室 8・30～

・町民バスケットボール大会

12日（印サンリーナ 9:00～ 

9 -00～ 
・朝日卓球選手権大会

5日目サンリーナ

盈諏 1芸宮

六可
ム
刷
剛
F

｜ご 11時上

林茂

H
l
（印
／
刊
サ
ン
リ
｜
ナ
）

V
小
学
校

2
位
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ

V
巾
学
校
山
下

1
位

E
l
k
u
n

3
位

T
A
X
I

j
中
高
一

貫
教
育
シ
リ
ー
ズ
⑫
i

吹
奏
楽
部
の
交
流

2
月
日
日

ω午
後
1
時
ぬ
分
か
ら

あ
さ
ひ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ホ

l
ル
ア
ゼ

リ
ア
で
泊
高
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、

朝
同
中
、
泊
高
両
校
の
吹
奏
楽
部
は
、

今
年
度
最
後
と
な
る
合
同
演
奏
会
を
，

行
い
ま
し
た
。

今
年
度
行
わ
れ
た
中

高
合
同
の
演
奏
会
は
こ

れ
で

4
回
目
と
な
り
ま

す
。
合
同
演
奏
に
よ
る

迫
力
や
、
忠
の
あ

っ
た

演
奏
で
音
色
の
深
さ
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

同
校
の
吹
奏
楽
部
の
交

流
を
続
け
て

い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

泊
高
文
化
祭
の
展
示
部
門

で
は
、
両
校
長
術
部
に
よ
る
発
表
や

押
迫
作
品
の
合
同
展
示
会
も
同
時
に

行
わ
れ
、

訪
れ
た
人
た
ち
の
自
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。

光線力学療法
フィルムの役割を果たす

自の網膜の申でも、視力を

つかさどる重要な細胞が集
中している部位で、光の情

報の大 半を識別 している

f貢斑jという場所がありま
す。加齢などの原因によっ

て、ここに新生血管が発症
し、機能力t障害される［加

齢性黄斑変性症Jという疾
患があります。欧米では成

人（特に50歳以上）の失明原
因の第1位であり、 注目度
も高い眼疾患で、日本でも

近年の高齢者人口の急増に

ともなって、 患者数が増加

しています。
治療法としては、今まで

手術療法やレーザー光凝固

術などが行われてきたので
すが、ものを見るのに特に

大切な場所の疾患のため、

よい結果を得ることが困難

でした。
ですが、最近、我が国で

も光に反応する薬剤を体内
に注射した後に、弱いレー
ザーを用いて網膜へのダメ

ージを抑えながら新生血管

を退縮させる 「光線力学療

法Jを行うことができるよ
うになりました。まだ圏内

でも限られた施設でしか行

われておらず、北陸でも3
施設でしか行われていませ
んでしたが、当院でもでき

るようになりました。

症状としては、中心がゆ
がんで見えたり、黒くなっ

たりします。そういう症状
が現れましたら、ぜひ一度
ご相談ください。

＊ 青堀

由 11ぬ地
善説祐

治通司

t寛問 ＝一一大十十 九八七六 五

111 十li;Jノlく

コドイ光 一 直和紀 一
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fがんばればチャンスは来るj
ーさみさと小親予講演会一

さみさと小学校で2月17日、親吾講演会があり、
国際大会でも活躍した元マラソンランナ一間野敏

男さん（魚津市）が兜塗にエールを送りました。

親吾で一緒に語る機会を持ってもらおうと開催

しているこの講演会。 5・6年生と保護者およそ
1308を前に間野さんは、初めは嫌いだったマラ

ソンが招きになったことや、金訴にも努力で立ち

向かってきた自分の人生を振り返り、［何度かの

失敗であきらめないで。がんばればチャンスは来

るjと話し、会場の大きな拍手を浴びていました。

命の尊さ抱きしめる
一五箇庄小生命に関する授業一

生命の尊さを知るとともに、性についての正し

い知識を身につけてもらおうと2月2目、 五箇庄
小学授で生命に関する授業が行われました。

朗産師の水島香苗さん（宮崎）が講師となり、6
年生32名を前に、生命の誕生に至る過程や大人

になるためののと体の変化などを説明。また、宝

後4～6力月の乳兜を抱いた局親3名も出席し、
わが菩が笠まれたときの喜びなどを搬露しまし

た。この後、児童たちは慣れない手つきで赤ちゃ

んを抱きかかえ、尊い「命jを実感していました。

貴重な文化財を守ろう
一朝日町文化財防火訓練一

I也織住民の防災意識を高め、震重な歴史財産で

ある文化財を災害から守ろうと1月26日、宮崎

の改観寺で文化財防火訓練が実施されました。

本堂から出火したという想定で消防署に通報し

た後、町指定文化財の阿弥陀如来立像を納めたと

仮定して木箱を外へ運び出したり、消火器を使っ

た消火訓練も体験しました。

この日参加した門徒は、消防署員から万一の際

の通報や消火の注意点を聞きながら、防火意識を

高めていました。

寒さを吹っ飛ばせ！！
ーわんぱく遊びサークルー

寒い冬も豊かな自然に親しもうと、第アロあさ

ひわんぱく遊びサークルが1月28日、ハーパル

バレーおがわで開催されました。

f雪で遊んで冬を楽しもうjと題して行われた
この臼は、町内の兜童21：芭が参加。タイヤチュ

ーブを使つてのソリを楽しんだりスノーシュー

（かんじき）で競走したりと、 歓声を上げて遊んで

いました。雪を揮って作ったかまくらのなかでは、

温かいおしるこに舌査至。パワーを充電した兜霊た

ちは、また元気に大雪原へ飛び出していきました。

個性あふれる130点
一小中学校書き初め展ー

町内の小中学生の書き初め作昂を展示した「朝

日町小申掌積書き初め展jが1月21日と22日の

両日、アゼリアホールで開催されました。

小学1年生の「ひかりJから申掌3年生の「黒部
峡谷Jまで、個性あふれる130点の作昂が展示さ
れ、 筆使いの力強さや繊細さを競っていました。

会場には、出昂した児童 ・生徒と家族が訪れ、

作昂を前にf上手に書けてよかったねJと声をかけ
たり、買い物帰りに立ち寄った人が作昂に完入っ

たりしていました。

Ne~s .~Topics 
企画観光係では、あなたの回りの身近な話題を待っています．

n83・11 0 0へ

より一層の飛躍誓う
一朝日Eータリークラブ創立40周年記念式典一

昭和41年に創立した朝日ロータリークラブが

2月5目、アゼリアホールで40周年記念式典を

行いました。会員などおよそ120名が出席し、節
目を祝うとともにさらなる飛躍を奮いました。

武では、鹿熊安正記念式典実行委員長が I今後
もより一層社会奉仕の精神を広めたいjとあいさ

つし、ヒスイ海岸オートキャンプ揚の屋外時計を

魚津町長へ贈呈しました。続いて永年在籍者への

記念表彰などがあり、貢献をたたえて表彰状や感

謝状が贈られました。
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くらしの情報室

Uvi1191 lllf or町四tiむn

健康インフォメーシヨン
問い合わせ：保健センター n83-3309 

事 業 名 月 日
（対象者等） 受付 i時間i

3月311・l011
健康体操教室 17Ll・24ト1・31 LI 

(f古箆者） L、ずれも（イIi.)
9:30～ 

3月311・1011・
17日・24「1・31日
し寸εれも（~）

健康相談 9:30～ 

（欄談希fil.者）
3月7II・1411・

＊第2金Bj'fil:lは保弘llセンター 28日
で子育て相談

し、ずれも（火）* ~14 金H混日は 1栄ill：センター
で栄E童相談 13:30～15・：OO

3月15!I （水）
13・30～15・：oo

心の健康相談 3月611.201-1 

［~ ’約制lですがm活での受｛灯、f(j'JL、ずれも（）J) 
します。（n52-2647l 13:00～14:00 
知症の相談も受けますミ

女性の健康相談
毎週火Hiu11 

c~－~~川
の身体的 ・fr/Fltfl'明石みの相，淡

9:30～12:00 

ひきこもり等家族教室
3月I1:1 （ノlく）

（ひきこもりや酬附｛似州l}J)
縫iでfil’んでいる家族

14:00～15:30 

4か月児健診※ 3月2811（火）

（げ年ll月生まれ） 13:00～13:30 

1歳6か月児健診※ 3月2311（本）
(16年8丹、 9月’I＇.まれ） 13:00～13:30 

2回目フッ素塗布※

( L6ft2J-J, …れで I ) 
3月16日（本）

歯
成6か月児総.l主の際存i『立さ 13:00～13:30 
れた方のみ

科 3回目フッ素塗布※
( J5lf.8FL 911’M 

3月231:.1(;j') 

6か月児世！ii舎の際r,;守！され、 13:00～13:30 
検 般に2四の脅かが済んでいる方

s圭J~ 4回目フッ素塗布※
3月1611（本）

('5年2JI. ~ JJ'I：まれで i成） 13:00～J 3:30 
6か月9l!l.l!J~の際結守！さh、既
に3回の綬ltiがi月んでいるん

※母子手帳持参

品μ；、 場

保健センター

保健センター

老人福祉センター

基斡集落センター

おi川厚生センター

新川厚生センター

新川厚生センター

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

2月14円といえば「バレンタインデーj。日本で
は、女性が出1'I:にチョコレー トをJ!VIることでもうお

なじみですね。

イギリスではこの［I、男性と火性がメッセージ

カードやJi；~ リtラといったプレゼントをお奇いlこ交

換します。バレンタインデーはもともと、カトリッ

ク教会が司祭の明パレンティヌスを；：己念して定めた

祝日に白米しています。しかし、彼の正体はなぞに

包まれています。

彼に｜長｜する伝説は、現代にもいくつか残っていま

す。闘の不「1111なある娘のために、彼が担flに祈ると

日が見えるようになったこと。また、ローマ情国の

皐．情クラウディウス2世がローマ兵の結婚禁止令を

け1しているとき、兵士をかわいそうに思った彼が、

ひそかに結締を子J:l}jけしたこと、などです。

ノtレンタインデーに愛のこもったロマンチックな

l！泊り物をするようになったのは附附1300年から

1600年の巾Ill:ヨーロッパ。 2)J 1411になったのは、

彼が殉教したと t？われている口です。

パレンタインデーは現在、世界作地で祝われてい

ます。そういえば今月 14Hには、バレンタインデー

のお返しにリ11'1=.から女性へプレセeントを贈る「ホワ

イトデーJがある

と聞きました。が、

｜イギリスにはホワ

イトデーのi引＇！＇｛は

ありません。おそ

らく日本だけのも

のではないでしょ

’ うか。
、ー帽－一ーー

3月の休日救急診療当番医~：~~～午後間

5日（日） 松宮 医 院 n82-0051 

12日（日） 高慢医院 na2心010

19日（日） 板東病院 ft83-2299 

21日（祝） 板東病 院 宮83-2299

26目（目） 板東病 院 ft83-2299 

第2・第4土曜日は外来休診（試行）です。
急患は夜間 －休日を悶わず、 24時間いつでも受け付けします。ft83-1160 0あさひ総合病院

0人をいつくしみ o人を理解し o人をいたわり o人を愛し 0人を信ずる

との1D1が社会福祉ののである。

社会福祉協議会だより

ふくし＠怠； 朝日町役会福批協議会lま、みなさんとともに絶滅の福位向上を
目指す民間社会福彼団体です。

事務所 あさひ福祉センター内
《以下の業務も行っています》

n83-0576 四83-1589
．朝日町ボランティアセンター
．朝日町善意銀行

－白本原十字社務自釘分区
－朝日町民隼委員児童委員協議会

E-mail syakyou@pri.town.asahi.toyama.jp ・共同募金会紛白町麦会

運転ボランティアが応提しています！

入浴送迎サービス実施中
町社会福祉協議会では、外出吏握

サービスとして自宅にお風呂の設備

がないひとり喜らし高齢者を対象に、

冬期間、老人福祉センターまでの入

浴送迎サービスを実施しています。

運転ボランティアが社協の肇で送迎

し、利用者からも喜ばれています。

運転ボランティアは、町ボランテ

イアセンターが昨年12月に開催した

I移送ボランティア麓成講座jを受講

し、ボランティア登録された方々で、

見守り ・ふれあいサービス

‘ ’ー

ひとり暮らし高齢者等に
ちらし寿司を届けました

町社会福祉協議会では、毎年桃の

節句にあわせて、ひとり喜らし高齢

者（対象： 73歳以上）や、高齢者の

み世需などで吏擢の必要な方々を対

象仁、配農サービスを実施していま

す。これは、歳末たすけあい募金事

業の一つで、見守りとふれ

あいを目的に行っているも

のです。

舎年は349名を対象に、

各地区でボランティアの赤

十写奉仕団がちらし寿司を

作って訪問し、 温かい気持

ちと笑顔を届けました。

木曜サロンのご案内

「手芸：お守り作りJ

日

場

時： 3月9日（木）

午前9時30分～11時30分

所 ：あさひ福祉センター

1階広間

参加費 ：200円 （材料自）
ω隠ん
浬繋だんごを入れた

お守り作りです。

皆さんお気軽におい

でください。

ぜhありがとう
竜彦 あたたかい志

朝日町社会福祉協議会
朝日町善意銀行

( 1月11日～2月10日）

‘’東京都 山田浩平さんから故郷朝

IJ PITの悩tJI：と活性化を願って

・八U会さんから

3,000円

60,000円

‘’朝日町ライオンズクラブさんから

‘’魚津市

‘’符ii崎

20,000円

（附松原l謝店さんから

パスマット566枚

扇谷孝皆さんから

タオlレ354:

（お聞かりしたタオルやパスマッ ト

は、 111r内の老人介護施設で活用いた

だし、ています。）

， このページは、一部共同募金の配分盆で発行されています。
~闇



！以井t:.年金保｜倹に）Jll人していた方は、 ：j」iセンターが開設され、休日夜間急 ・＇＊どおり閲覧することができます 。

i忌臓すると r11・U(11・・・金被保｜倹者百絡 ；！.心センターの利JTJ.r,・ 0）学奴を占める・ 問い2言わせ 市111地方裁判所魚住巨支
!Ill得周J のT続きが必認となります。 ： 小児科利川行のさらなる減少が考え ・ 市I~民事執行係（fi22 -0 1 60)

また、扶iをされている配偶者も本人 ：られることから、今年3月末をもち

と ｜司様の日 LUが必·~とな りますので、 ： まして休止することとなりました。

位以の国民fドゴ：！:11l勺窓口へ届け山て ： 詳しくは新川広域｜き｜事務組合（宮23: 

くださし、 ：ーl024）または休11従Im急患医療セ ： 就業陽所や労働11-'ifill、賃金、休蝦

問い合わせ f(tr!t社会保険事務所（宮 ・ンター （ft54-0731）までおtllH、台 ：などの労働条件がはっきりと明ぷさ

24-1494）またはlllf民ふくし課｛主民 ・わせくださし、 ：れていない場合、労働者が予期に反

係（ft役場内線131) : ：した低労働条件で労働を強いられた

富山地裁魚津支部から 川、後日の トラブルにもなるため、

とれまでお111!Iii, ti 

くらしの情報室

!LiViliSJ lllfo(ll『l'IC)itivr 

－~ 姐§せ

年金だより
～退職したら国民年金加入手続きを～

日本同内にか：frする 20~1~以上60蹴

未満の方は、何らかの作金制度に／Jll

入しなければなりません。

n首業者、’γ：’I＇.などは、 匡｜民年金
に｝JU入し「第 l~ ；－被保険者Jに、サラリ

ーマン－公務ili立、 J’，I生年金保険や共

済組f'iに加入すると f~iJ 時に国民1r<i~

のf第2口被｛不［（免.（！・J に、「第2号被保険

行jに扶養されている配偶者は岡民

午金の f第3 ；； 被保l~ ·llJ になります。

休日夜間急患匿療センター

休止について
新川地IX:I人lの救忽｜欠掠の光突を凶

るため、 nn手1157｛ドに｜剤投された新川
地区旬、H夜間急忠医療センターは、

平1Jm者が年々減少しています。

また、 ！作年には新！｜｜医療幽小児二1、

副t主主室主~協~

・向陽町団地一ーなし

・畑ケ丘団地ーーなし

※町営住宅は、公＇ii';住宅法に基づ

いて建設されています。このた

め入居資絡やl'~I込方法に制限や

定めがあります。入居に｜主iする

詳しいお問L、合せは産業建設課

都市建設係（合役場内線249）まで

田園’

， 申告と納税は期限内に！
：蝶 皆川惇菩． 
：キタイ 吉来騒作． 
：月への悌予 白石一文

：ガール 奥田英朗

朝日町立φ央図書館（ft83・0574) ：タッチ D・キイス

新しい本
：クワイ工ツトルームにょうこそ． 

松尾スズキ． ． ． 
－＝・淳書 ：リベンジは頭脳で s シェルタン

所得税

…3月15日（水）まで
消費税および地方消費税

…3月31日（金）まで

青色申告について・・－

脅色申告する方には、所得計算上数多くの特典が認められており、節

税効果も大きいことから納税者の皆椴にとって大変有利な制度です。ぜ

ひ青色申告されるようお勧めします。

事業所得、不動産所得および農業所得のある方で平成18年分から青色

申告をなさりたい方は、 3月15日までに「所得税の背色申告示認申請書J

を税務署ーに提出してくださL、

0問い合わせ魚津税務署 ft24-1370

ムンつを追え＇ r叫ぴ』奪還に賭けた ：
ロンドン警視庁美術捜査班の100日

E・ ドjし二ック

養老孟司

大竹しのぶ

本の紹介
『棋
士
瀬
川
目
聞
司
』

日
本
将
棋
連
盟
書
籍
編

超パ力の壁

私一人

続々経験を盗め

宇宙日記

木の実筆の芽ものがたり

糸井重里他

野口聡一

太田悦与

労働条件は
書面で悶示しよう

いい加減にしろよ（笑） 巴垣隆

マオ 誰も知らなかった毛沢東（上

下） ユン－チアン他 ： 61年ぶりに行われた編入試験に合

ハンバーガーを待つ3分間の値段 ：惜し、 35歳でブロ棋士となった瀬川

斎藤由多加：昂司。日本将棋連盟への嘆願書提出

昭和レトロ商店街 町田忍 ：から［棋士 ・瀬川昌司J誕生までの

パズルでめぐる奇妙な数学ワールド ：すべてをさまざまな角度から活写し

裁判所魚沼T支持I＼：使m者には労働契約の締結に際し、

四回
全書屋ゴメス

ひなた

－スチュアー ト ：た一冊。編入試験六番勝負の観戦記、

：実戦29局のポイント解説、奨刷会3

西｛保奈加 ：段リーグ表などを収録し、また、藤

吉田修一 ：井九殴 －深浦八段解説による「瀬川

：で取り扱ってきました不動産執行中 ：パートタイム労働行、アルバイ トを

: f'Iτおよび債権執行引件は、今年4Jl：命めすべての労働行ーに対して、書面

i卜｜から魚津支部では取り扱わない ：によって労働条例：を明不することが

ことになりました。 ：義務付けられています。（労働基準法

魚津支部の競先物件の入札手続き ：第15糸）

チーム・パチスタの栄光 海堂尊 ：将棋の強みJや、編入試験対局者の

エンドゲーム 恩田陸 ：談話など、読み物も満載です。

大ホット求人情報交 平成t8~3月分
艶理

：！＜ 人 総 種 年官事
賃金 就業場所 録用

求 人番 号番号 1'1111'：刊｝ 体 自 人数

機 織 加工 ・
不問
165.000～ 湖周山 2 553761 

織械組立 250.000 日祝f也

2 苦言 Z草 係 18才～ 192.000～ 問機尾 652161 50才 240.000 面白

3 レストラン全般 不問 123,750 
朝。舟川新

694961 
他

4 ~ 缶 工 不問
184,000～ 朝．月山 2 702361 276.000 白線他

5 縫 事Z 不問 135.000～ 
朝南保

2 720261 170.000 臼祝他

6 E調理‘配達 不問 150.000～ 紛月山 791861 200.000 月｛也

7 製材妓締 不問
180.000～ 車耳 東軍野 793161 220.000 包祝他

8 配達および雀業
30才～ 800～850 窃.j菖下 2 587461 45::t （自寺間総） 土包祝

9 クリーニング 不問 700～750 
華司 653061 

店舗 受 付 ｛時間鎗） 偽

10 !Iii 5宅 員 不問
760 事i~. 平綱

4 507361 
｛自害問結） 他

は、4月以降、日111地方裁判所本庁： 従業員とのi確かな信頼関係を結ぶ

：の執行宵宅が取り被います。 －ために、しっかりとした労働契約を

魚津支部では人札はできませんが、 ：結びましょう。

－競売物件の物件flJ-1紙｜｜ファイルは、従 ： 厚生労働宵白山労働局

町の工事発注状況（500万円以上）
一このコーナーはlllfが発注したものを制，，在していますー ＜H18. 1 . 1～1 .31 > 

工 ’Ji r, i航 地先｜完成t・Ji:I,:,m金額 2襲名ll長 r.

j
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I 0.500.000 I （附

側II日f公共下水ill•Ji業 I ，，，柑p・I I I ｜まちづくり
I IIがI'31 ll 13.125.000 I 1~ れ他設 側｜、I＇柳主線rrn1第4162 ：＂｝外3路線／1i~工~11 I ；蓬 下 ｜ I I ｜仮興 認 or求人情報一覧表lもご利用ください。なお、すでにt票用済みの燭台もありますのでご了添くださいe

O詳しいことは、魚津公共職業安定所 会24-0365へお問い合わせくださも、

くらしの情報室

Livi11g Inf onmtlitm 

3月の告種相談
〈相談は無料です〉

年金相談
10:00-15:00 役場会議室

7目別悩みごと相談
13:00～16:00 福祉センター

8日（制 年金相談
10:00～15：・00 役場会議室

法律相談（要予約tel83-0576l

14日閃
裁判所出張調停相談

介護・保健相談

子育て・教育相談

13:00～16:00 福祉センター

悩みごと相談

母子父子相談

行政相談

22日（制 人権相談
13:00-16:00 福祉センター

年金相談
10：・00～15:00 役場会議室

28日（的 悩みごと相談
13:00-16:00 福祉センター

．教育相談（教育センター）

受け付け時間 （同・水・木曜日）

9 :00～16: 00 ft82ー1000

．子育て相談（保健センター）

受け付け時間 （月～金曜日）

8:30～17: 00 ft83-1920 

3月のガソリンスタンド休日当番店

5日（日） 浜岡商店 宮82-0578

12日（日）みな穂農協 宮83-1135

19日（自） 全店営業

21日（祝） 全店営業

26日（日）朝日石油 ft82-0661 

交通事故発生状況調
1月末現在（ ）内は前年同月比

人 身 E量 故 物損

件数 死者 傷者 事政

察内
583件 5人 679人／ (+21) (+2) (-2) 

入者量産祭器 12件 0人 11人 76件
管内 (±0) (-1) （由5) (+27) 

朝日町
1件 221ヰ
(-3) （土0) (-6) (+10) 

~ 



恒国・

［町の人口］平成1昨日1日現在

人口 15,203人（ー12)

男 7,145人（ー 3)

女 8,058人（－ 9) 

世帯数 5, 153世帯（± 0) 

（ ）は前月比

塾・お問い1会

朝日町役場まちづくり振興課
企画観光係

干939-0793朝日町道下1133
ft 83-1100 FA×83-1109 
．ホームページ
http://www.town.asahi. 
toyama.jp/ 

，，，，，，，，，，，，，，， 

今；~－.、みKAtJ 情報
〈最新情報はホームページにて〉
http://www.asahimachi.com/ 
nanairo/index. html 

合 83-3700

d宅訟手川伸W
3月25日スター卜！
軍3IE..llfil当証lJ

オープニング記念価格
(4月23日まで）

通常価格1,500円 通常価格750円

→大人 1,200円 →小人 600円

3月の営業

休館目。．伺.i1l!火H税同（2lLIWDは常

業） ・ 22H附

夜間休業・• ・11f.i/MJ J Iii¥! 11 

－ガラス工｝バは、浴解：l:J-iのつぼ符

えのため、3fl下旬Jから4fl中

旬までお休みします。

～盤以ら〈みの情報 H82-0990 

3月の予定 （9日制は休館日です）

回目＝【骨，， r爆笑ライブjトークマジック＆漫才
街角をにぎわすエンターテイナーが集合！！

①18:00～②20:00～ 

~ r平あつお歌謡ショーj
［はぐれコキリコj全国大会のグランドチャンピオンに輝いた歌手

①14:00～②19:30～ 

アゼリアホール情報 H83・2000・19日日 午後1時30分間演（午後1時開場）
第5回アゼリア音楽祭 p 船主主I（整理券配布中）

. I必科（20歳以上30此ぷiil1:j)

・薬剤科（20歳以上261：茂木溺）

くらしの情報室 E
1Uvi11g 1111t1orrrntii()11 I 

さん向上で情報交換したりして、楽

しいひとときを過ごしましょう。

由，，， : いずれも大乍咋卒業行（予定者合
[ ~べ 翁

［なかよし広湯］

町民農園利用者 ：む）。ただし楽刑科は、大学院卒業者

今年も4川から［なないろ鹿間Jを：（予定者合む）の場合28成未満。

：｛ひなまつりの集いj

：日時 3J-J31-1（鉛（受付9U.]30分）

開園します。 : (3）予備自衛官補（一般） 午前10時～ll時30分

食品の安全性への｜英l心が高まるqi、： . 1 8成以上34,;i~未満

安心でおいしい野菜を自分の手で向 ：（4）予備自衛官補（妓能）

てませんかつ また、土に触れ行う：.18歳以上55歳米満

：湯所 下行て支援センター

：対象 似行所入所前の l級以 kのお

：子さんとご家族

機会の少なくなっている現在、籾下： 保有するl刻家免府首桁により異な ［赤ちゃん広場］

で刷物をffてて上のぬくもりに触れ：ります。 ；指導保健印Ii

てみませんかっ グループでの利Jll・受付期間および試験日 －日時 3JJ 16LJ（ね（受付9時30分）

も可能です。 ： 募集積自により到なりますので、

農園の湯所 級水地内（なないろ K ：自衛隊魚津事務所（H24-1036）まで

t1: 1)ii I O時～ll時30分

－場所 f1守て支援センター

A N、あさひ野小学校付近） ：問い合わせください。 ：対象 I i託木満の乳児とご家肱およ

農圏の面積 刻1122~商（ 1区｜削約50: 

～1 OOm'l程度。

刺用料金 1 M当たり50円

利用期間 4fl中旬～来年3月31LI 

申し込み 3 J-131日働までに1主業砧・

設課（公役場内線243）へ電話にて ：

お申し込みくださし、。なお、 l'l'Iし込 ：

み多数の場行は抽選とさせていただ：

きます。

男女共同参画講座と
料理教室

r~J.Y:J~ I日i参両J を分かりやすく、

そして楽しく学ぶ講座です。男性 ..Y: : 

性どなたでもお気慨に参加｜ください。

日時 3JJ4FltU午前10時～

場所 やまざき紅悠館

定員 20名 参加費 無料

申し込み 教育委員会生涯学割 ・ス ：

ポーツ係（宮役場内線323)

その他 筆記刷具、エプロンを持参：

くださし、

自衛官
募集種目・応募資格

(1）一般－技術幹部候補生

－ 大学学~予定者（20歳以上26t歳未i~i~）・

．大学院ヤ業予定者（28歳未満）

－その他（22成以上26蔵米満）

(2）歯科、薬剤科幹部候補生

・f§ ~， ：倒産品i
[ ~ '_ ¥!;!I _;,,' -！※川山行と ι

なかよし広場・赤ちゃん広場 ： 。~－~ちy~録。
おずさんと一緒に遊んだり、お母 ： 今匂q発色／合衆慢さφ

白（！£）＠回虫~自国国国
副部温b明 「あなたです火のあるくらしの見はり役j

~墨:iiWrn•出・ 3 月20日（月）～26日（日）

火災予防運動期間中は午前7時 これからは、空気が乾燥して火

と午後9時の2凹サイレンを鴫ら 災が発生しやすくなります。火災

しますので、火災と問迎えないよ を起こさないよう、次の事項に十

うご注意願います。 分注意しましょう。

（［｛住宅｜弱火 いのちを守る 7つのポイント】 「
、、ーーーー四ー－ーーB①寝たばこ…る
②ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する

③ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消すl①逃……一一る②寝異や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する

③火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する

④お年寄りや体の不自由な人を守るため、隣近所の協力体制を作る

消防図書季放水訓練
3月261:1(rnに消防川作拳放水訓練がNわれます。

当Hは午前711与にlllfI刈全域でサイレンがl次unされるほか、消防車による
lllf内巡回も行われますので、火災と間違わないようご注意くださし、

また、各分凶地域で放水訓練も行われます。 J ；·~辺のみなさんのご協力を

お願いします。

・国・
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